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９月定例会以降の教育行政につきまして、ご報告申し上げます。 

 

１ 芸術文化振興事業について  

１点目は「芸術文化振興事業について」です。 

今年で 75 回を数える「中標津町芸術文化祭」は、10 月 6 日から

11 月 3 日までの 29 日間にわたり、中標津町総合文化会館で開催いた

しました。 

「芸能発表会」には、町内の文化サークル 14 団体が出演し、カラ

オケや民謡、琴などのほか、ダンス系サークルからはたくさんの子

どもたちが発表を行いました。発表会の司会は、朗読アナウンスサ

ークルが担当されました。 

また、芸能発表会と同じ日程で開催した「合同華展」では２団体

が作品を展示しました。 

「総合展覧会」は、陶芸、木工、ステンドグラス、絵手紙など、

15 団体・２個人より作品が出品され、前期と後期の２期に分けて延

べ 10 日間開催し、たくさんの方に鑑賞いただきました。 

11 月３日に行われた「しるべっとまつり」には、さまざまな手作

り作品を販売するバザー部門に 15 団体、ステージショー部門に３団

体が出店し、たくさんの来場者に「文化の秋」を楽しんでいただき

ました。 

このほかに「中標津書道公募展」と「なかしべつ美術展」を文化

祭関連事業として開催いたしました。 
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また、計根別地区では「第 40 回計根別芸術文化祭」を 11 月 19 日

から 12 月４日までの 16 日間、中標津町交流センターにおいて開催

いたしました。 

「総合展覧会」では、書道、文芸、陶芸、木彫、手芸など６団体・

２個人のほか、計根別幼稚園と計根別学園の子どもたち、陶芸教室

の受講生の作品も展示されました。 

このほかに団体の協力を得て「新そば祭り」が新型コロナウイル

ス感染症対策により、テイクアウトのみで行われています。 

今年も文化祭の開催にあたっては、実行委員会はじめ多くの町民

の皆さまにご協力をいただきました。厚くお礼を申し上げます。 

 

２ 各種大会等の出場結果について 

２点目は「各種大会等の出場結果について」です。 

はじめに、小学生の関係分です。 

９月17日から札幌市で開催された「太陽グループ杯争奪第29回全道

少年軟式野球選抜大会」において、中標津ホルスタイン野球少年団が

準優勝という大変すばらしい結果を収めました。 

さらに同少年団は、今年で16回目となる北海道日本ハムファイター

ズ主催の「ファイターズベースボールチャンピオンシップＵ―12」大

会にも出場、９月24日に札幌ドームで行われた準決勝では惜しくも敗

退し３位という結果ではありましたが、７月には全国大会出場を果た

すなど、今シーズンは大いに活躍を見せてくれたところであります。 
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次に、９月定例会教育行政報告の冒頭に追加でご報告させていただ

きましたとおり、９月10日に札幌市で開催された「第89回ＮＨＫ全国

学校音楽コンクール」北海道ブロックコンクール小学校の部において、

中標津小学校ジャガーズ合唱部と丸山小学校合唱部の合同チームが金

賞を受賞し北海道ブロックの代表となり、10月９日に東京都で開催さ

れた「同コンクール」全国コンクール小学校の部に出場し、優良賞を

受賞しました。 

また、同合同チームは、これより前となる９月24日に北広島市で開

催された「第73回北海道合唱コンクール」小学校部門において金賞を

受賞、その後、11月13日に大阪府で開催された「第75回全日本合唱コ

ンクール全国大会」小学校部門（第４回全日本小学校合唱コンクール

全国大会）に北海道代表として出場し、金賞を受賞しました。 

続きまして、農業高校の関係分です。 

10 月９日、岩見沢市で「パン甲子園 2022ｉｎいわみざわ」が開催

され、書類審査を通過した農産加工研究班の生徒が開発した「もち

りっとパン」が準グランプリを獲得しました。 

このパンは、中標津町の特産物である大根の消費拡大や更なる知

名度向上を目指し、もち麦を練りこんだ“もちもち”のパンに歯ざ

わりの良いたくあんが主役の地域特産物をフル活用した一品です。 

本大会は、パンを作る技術審査のみならず、チームワークや開発

したパンの商品化に向けた実現性、さらに、ディスプレイを作成し
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開発したパンの魅力を視覚的に表現したり、５分間のプレゼン発表

をしたりと様々な観点から審査が行われ、２ヶ月以上にわたり準備

を重ねてきた生徒の努力が実を結び、今回の受賞に繋がったもので

あります。 

次に 10 月 26 日、福井県及び富山県内で「第 72 回日本学校農業ク

ラブ連盟全国大会」が開催され、農業鑑定競技の畜産部門・食品部

門にそれぞれ２名、順位付けがない農業クラブの事例発表などに４

名の合わせて８名の生徒が出場・参加し、農業鑑定競技におきまし

ては、畜産部門・食品部門ともに１名が優秀賞を受賞しました。ま

た、全道大会で最優秀賞を受賞し参加した事例発表におきましては、

堂々としたスピーチに好評を得たとの報告を受けております。 

 

以上、２点について申し上げ、９月定例会以降の教育行政報告と

させていただきます。 


